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抄録：本研究は，高齢者の社会活動と主観的幸福感の関連性を明らかにする

ことを目的とした。調査対象は，韓国全州市と沃川郡の老人福祉会館を利用

している 65歳以上の高齢者とした。本人の記入が明らかで，性，年齢，教育

歴，社会的活動，主観的幸福感のすべての回答に欠損値がない 345人を集計

対象とした。性，年齢，教育歴を統制変数として，また社会活動を独立変

数，主観的幸福感を従属変数とする因果関係モデルのデータへの適合度を構

造方程式モデリングで検討した。その結果，モデルの適合度は CFI が 0.89,

RMSEA が 0.07であった。主観的幸福感に対する性，年齢，教育暦，社会活

動の寄与率は 17.0％であった。このことは，今後の地域の高齢者対策におい

て，社会活動をどのように支援するかが彼らの QOL 向上にとって重要な課題

となることを示している。

蠢 緒 言

最近，韓国では急速な都市化ならびに核家族化の進展に伴い，高齢者のみな

らず若年層においてさえ，地域活動や団体活動，近所付き合いなどといった住

民相互の社会関係の希薄化（1）が生じ，地域福祉計画の発展性が危惧されてい

る。従来の研究は，社会関係の希薄化に起因する社会活動の狭小化はしばしば
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孤独感や疎外感を強め（2）－（3），さらには精神的健康を悪化させることを報告して

いる（4）－（5）。さらに高齢者の社会活動については，離脱理論 disengagement the-

ory（6），活動理論 activities theory（7）－（8），継続性理論 continuity theory（9）－（11）が開発

され，これまでそれに関連した多くの実証研究が展開されている（12）－（20）。それ

ら研究を概観すると，社会活動が高齢者の主観的幸福感や QOL を規定する重

要な要因として位置付けられている（17）－（21）。さらに，社会活動は高齢者自身の

健康にポジティブな影響を与えるだけではなく，地域社会の活性化にとっても

有益な結果をもたらす（22）ものとして注目を受けている。ただし，韓国では社会

活動の加齢に伴う変容過程やその QOL への影響度は適切かつ十分に検討され

ていない。

本研究では，韓国の今後の地域福祉計画策定時の指針をえることをねらいと

して，地域で生活している高齢者の社会活動と主観的幸福感の関連性を明らか

にすることを目的とした。

蠡 研 究 方 法

本研究では，韓国の都市と農村を代表する 2地域（全州市と沃川郡）の老人

福祉館 4箇所を選定し，その利用者 800人を対象に調査を行なった。調査対象

の選定は，前記老人福祉館の福祉専門職員が行ない，彼ら調査員は調査対象に

調査の目的を説明し，調査協力の有無を事前に確認し，最終的に同意を得るこ

とができた者のみを調査対象に限定した。なお調査は調査票の配布後にも拒否

できるものとした。調査員は，調査票を個別に配布し，その後，秘密保持のた

め厳封された調査票を回収した。調査は平成 18年 11月に調査票を作成し，同

年 12月に実施した。

調査内容は，高齢者の属性（性，年齢，教育歴），社会活動，主観的幸福感

で構成した。これら調査内容のうち，社会活動は，先行研究（23）－（26）を参考に，20

項目で構成した。このとき，社会活動を「家庭外で展開される集団的な活動」

と定義し，その内容を「地域団体活動」「地域奉仕活動」「学習活動」の 3領域
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（因子）で構成した。それぞれの項目についての参加状況の回答は，「参加して

いない（0点）」「時々参加している（1点）」「いつも参加している（2点）」の

3件法で求めた。主観的幸福感は，PGC モラール尺度（27）のうちの 5項目（「私

は現在昨年と相変わらず健康だと思う」，「家族や親戚，友人の往来に満足して

いる」「年をとることは若い頃考えたことより良い」「若かった頃より，今が幸

せだ」「今の生活に満足する」）で構成される生活に対する満足度（以下，生活

満足度）で測定した。各項目に対する回答は，「いいえ（0 点）」「はい（1

点）」とし，またはそれに準じた回答方法により，主観的幸福感を向上させる

方向に働く回答に 1点，そうでない回答に 0点を与えるものとした。

統計解析では，性，年齢，教育歴を統制変数として，また社会活動を独立変

数，主観的幸福感を従属変数とする因果関係モデルのデータへの適合度および

変数間の関連性を構造方程式モデリングで検討した。このとき，性は「女性」

を 0点，「男性」を 1点とするダミー変数とし，教育暦は「未就学」「小学校卒

業」「中学校卒業」「高等学校卒業」「大学卒業以上」の各カテゴリに 0点から

4点を付与した。前記モデルの適合度は，適合度指標の「CFI」Comparative Fit

Index と「RMSEA」Root Mean Square Error of Apporoximation で判断し，パラ

メータの推定は WLSMV（mean-and variance-adjusted WLS）法を採用した。CFI

は独立モデルを比較基準とした場合のモデルとデータの乖離度の改善の程度を

意味する指標，RMSEA は 1自由度あたりの乖離度の大きさを意味する指標で

あり，前者は 1.0に近いほど，後者は 0.0に近いほど，適合性が高いと判断さ

れる。パスの有意性は，非標準化推定値を標準誤差で除した値に基づき判断

し，その絶対値が 1.96以上（p＜.05）であること統計学的に有意とした。な

お，高齢者の社会活動と主観的幸福感を測定した尺度の信頼性は，Kuder-

Richardson 第 20公式（KR-20）信頼性係数で検討した。また本調査研究にお

いては，回収された調査票のうち（558人），性，年齢，教育歴，社会活動，

主観的幸福感のすべての項目を満たし，本人の自記入が確認できた 345人を集

計対象とした。以上の統計解析には SPSS 10.0, M-plus 2.14を使用した。
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蠱 研 究 結 果

1．人口学的な属性の分布

集計対象 345人は，男性 182人（52.8％），女性 163人（47.2％）であった。

平均年齢は 71.8歳（標準偏差 4.66），男性が 71.9歳（標準偏差 4.66），女性が

71.7歳（標準偏差 4.68）であり，統計学的に性差はなかった。教育歴は，「未

就学」52名（男性 5名，女性 47名），「小学校卒業」78名（男性 26名，女性

52名），「中学校卒業」が 46名（男性 28名，女性 18名），「高等学校卒業」が

102名（男性 65名，女性 37名），「大学卒業以上」が 67名（男性 58名，女性

9名）で，統計的には男性が女性に比して高学歴であった（p＜.01）。

2．社会活動の実施頻度

社会活動 20項目の実施頻度を表 1に示した。回答カテゴリ「いつも参加し

ている」に着目すると，「地域団体活動」では「講，同窓会など」（39.7％），

「宗教活動，教会，お寺など」（33.6％），「老人会活動」（27.5％）など，全般的

に参加頻度が高い傾向にあった。反対に，「地域奉仕活動」では，最も参加頻

度が高い「社会福祉の分野」（10.4％）における奉仕活動でさえ，およそ 10％

程度と参加頻度が低い傾向にあった。「学習活動」では，「教育プログラム（外

国語，パソコン，文字を読む・書くこと）など」（25.2％），「音楽プログラム

（歌，踊りなど）」（22.3％）の参加頻度は高い傾向にあったが，「資格証のため

の技術講座」（6.4％）への参加頻度は低い傾向にあった。

3．社会活動と主観的幸福感の関係

社会活動（20項目）において，KR-20信頼性係数は 0.89（「地域団体活動

（7項目）」0.72，「地域奉仕活動（8項目）」0.89，「学習活動（5項目）」0.65），

主観的幸福感（5項目）では 0.63であった。

次に，社会活動と主観的幸福感の関連性を構造方程式モデリングで検討し
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た。このとき，社会活動に関しては「地域団体活動」「地域奉仕活動」「学習活

動」を第 1次因子，「社会活動」を第 2次因子とする 2次因子分析モデルを，

また「主観的幸福感」に関しては 1因子モデルを構築した。統計解析の結果，

社会活動から主観的幸福感に向かうパス（標準化係数）は 0.45と統計学的に

有意であり，またモデル全体の適合度は χ 2（df）＝332.448（105），CFI＝0.89,

RMSEA＝0.07と概ね良好であった。主観的幸福感に対する年齢，性，学歴，

社会活動による説明率は 17.0％であった。

表 1 社会活動（20項目）の実施頻度

質問項目
回答カテゴリ

参加
していない

時々参加
している

いつも参加
している

地域団体活動
X 1．班常会
X 2．町の体育会または行事
X 3．宗教活動，教会，お寺など
X 4．老人会活動
X 5．セマウル指導者，婦人会など各種団体活動
X 6．趣味活動，山登り，ゲートボールなどの運動クラブ
X 7．講，同窓会など
地域奉仕活動

X 8．社会福祉の分野
X 9．教育及び文化芸術活動の分野
X 10．地域社会ボランティア活動の分野
X 11．保健医療の分野
X 12．交通分野
X 13．環境分野
X 14．国際協力や国際活動の分野
X 15．運動及びレクリエーション活動の分野
学習活動

X 16．教育プログラム（外国語，パソコン，文字を読む・
書くこと）など

X 17．資格証のための技術講座
X 18．音楽プログラム（歌，踊りなど）
X 19．趣味プログラム（書道，絵など）
X 20．健康講座

238（69.0％）
177（51.3％）
125（36.2％）
140（40.6％）
247（71.6％）
148（42.9％）
120（34.8％）

204（59.1％）
228（66.1％）
220（63.8％）
262（75.9％）
283（82.0％）
251（72.8％）
302（87.5％）
214（62.0％）

172（49.9％）

286（82.9％）
174（50.4％）
246（71.3％）
192（55.7％）

72（20.9％）
114（33.0％）
104（30.1％）
110（31.9％）

66（19.1％）
118（34.2％）

88（25.5％）

105（30.4％）
89（25.8％）
96（27.8％）
66（19.1％）
46（13.3％）
71（20.6％）
33（ 9.6％）

100（29.0％）

86（24.9％）

37（10.7％）
94（27.2％）
61（17.7％）

105（30.4％）

35（10.1％）
54（15.7％）

116（33.6％）
95（27.5％）
32（ 9.3％）
79（22.9％）

137（39.7％）

36（10.4％）
28（ 8.1％）
29（ 8.4％）
17（ 4.9％）
16（ 4.6％）
23（ 6.7％）
10（ 2.9％）
31（ 9.0％）

87（25.2％）

22（ 6.4％）
77（22.3％）
38（11.0％）
48（13.9％）

単位：名（％）
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蠶 考 察

活動理論 activity theory（8）は，高齢者の主観的 QOL を社会的相互作用 social

interaction の活動水準と結びつけ，「活動度が大きければ大きいほど，生活満

足度は高い」とする理論である。欧米の研究に対するレビューでは（28），高齢者

における社会活動の主観的 QOL に及ぼす影響度（寄与率）は 1％から 9％の

範囲であると報告されている。しかし，それらの研究は誤差を排除できない統

計解析を用いていることからより正確な関連性が抽出されていないこと，また

韓国や日本ではこれまで高齢者の社会活動と主観的 QOL の関連性が必ずしも

十分に検討されているわけではないことから研究に着手した。さらに韓国や日

n＝345, χ 2（df）＝332.448（105），CFI＝0.89, RMSEA＝0.07
実線は，モデル識別のために制約を加えたパスを除き，
統計学的にすべて有意（p＜0.05）であった。

図 1 社会活動と主観的幸福感の関係性
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本においてほとんど研究がなされていないことは，高齢者の QOL にかかわる

施策をどのように展開すべきかといった指針も実証的な裏付けがないまま提起

されている可能性が高いことを示唆している。

そこで本研究は，高齢者の社会的活動を，「地域団体活動」「地域奉仕活動」

「学習活動」の 3領域で構成し，それら社会活動と主観的幸福感の関連性を検

討することを目的に行った。本研究では，社会活動と主観的幸福感に関する因

果関係のパス図を，性，年齢，教育歴を加味して構築し，それを構造方程式モ

デリングを用いて解析した。この解析方法の選択は変数の誤差を排除できるこ

と，さらにはモデルのデータへの適合度を判断することから適切な選択であっ

たと言えよう。また集計対象を高齢者全般ではなく，自分で回答できる者に限

定したことも，社会活動や主観的幸福感の回答形式から判断して妥当であった

と言えよう。

その結果，高齢者における社会活動と主観的幸福感に関する因果関係モデル

がデータに十分適合すること，さらにまた，前記因果関係モデルにおける主観

的幸福感に対する寄与率は 17.0％となることが示された。この寄与率は，従

来の研究（28）が示していた数値に比して，高い数値となっていた。その理由とし

て適切な解析方法の採用が指摘できよう。なお，前記因果モデルがデータに適

合したことは，活動理論（8）を支持する実証的な根拠と言えよう。社会的活動に

関する欧米の研究を概観すると（25），1960年代は活動理論や離脱理論を実証す

る目的で，主観的幸福感や生活満足度との関連が追求され，1970年代から 80

年代においては，主観的幸福感や生活満足度の説明変数のひとつとして，多く

の研究に用いられたが，80年代後半以降は研究が減少し，その後，ボランテ

ィア活動（29），レジャー活動といった個々の活動への参加に関する研究が増大し

ている。とりわけ高齢者のボランティア活動への参加は，高齢者にとっては役

割喪失への対処であり，自身の健康や社会との交流，生活満足度が増進するも

のとされている（30）－（31）。ただし，フォーマルなボランティア活動を中心とする

社会活動は生活満足度に対し負の相関がある（11）とも指摘されている。他方，ボ

ランティア活動の参加者の生活満足度は高いものの，それはボランティア活動
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参加者の社会的経済的な位置，性，教育程度，健康度を基礎とするものであっ

て，ボランティア活動そのものの効果ではないとも指摘されていた（31）－（32）。本

研究では，この点について，地域奉仕活動をインフォーマルとフォーマルに区

分して調査しなかったこと，また QOL を生活満足度の視点から測定しなかっ

たことから，十分な検討ができなかったが，今後の高齢者の QOL の維持・向

上の重要性を勘案するなら，前記視座からのさらなる詳細な社会活動の QOL

への影響についての検討が望まれよう。

さらに，本研究においては，社会活動に関連する人口学的な要因についても

検討したところであるが，教育歴が社会活動に対し正の相関を示すことが明ら

かになった。このことは Chambre（29）が支持している「連続理論」を裏付ける結

果と思料する。このことは，交友関係の基礎であるソーシャル・ネットワー

ク（33）の縮小が学歴の低い者に派生しやすいことを意味している。ただし，高齢

者のソーシャル・ネットワークの測定方法や高齢者の社会活動に関する研究が

いまだわが国では乏しいことを勘案するなら，早急にそれら概念モデルを検討

すると同時に，その測定方法についても検討を加えた上で，今後とも慎重な検

討が必要となってこよう。

以上まとめると，本研究では，高齢者における活動理論の有用性を，主観的

幸福感と社会活動の関係において検討し，活動理論が支持されるという結果を

えることができた。今後はさらに，対象の地域差を考慮した主観的幸福感や生

活満足度と社会活動に関する因果モデルの適合性を検討することによって，よ

り重要な知見がえられるものと期待でき，このことが活力ある高齢者の地域福

祉計画の立案にとって寄与できる成果は決して少なくないものと思料する。
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The relationship between social activities and

subjective well-being of the elderly

Jung-Suk Kim, Bong-Hwa Lee, Jungsoo Yoon
Young-eun Chang, Ji-sun Park and Kazuo Nakajima

The purpose of the study was to examine the relationship between social activi-
ties and subjective well-being in community-dwelling elderly people. The survey was
administered to the elderly persons of 65 years old or more who were using elder
welfare centers in Jeonju-city and Okcheon-county, Korea. In our analyses, 345 com-
plete data was used. We analyzed the relationship between social activities and sub-
jective well-being controlling for sex, age, and educational status using structural
equation modeling. Result showed that our model yielded statistically acceptable fit
indices（CFI＝0.89, RMSEA＝0.07）．Sex, age, educational status, and social activi-
ties explained 17.0％ of the variance in subjective well-being. This finding suggests
that how their social activities should be supported for their QOL improvement is an
important issue in the community.

Key words：Social activity, QOL, Causal model
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